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本
論
文
は
、
定
家
本
（
天
福
本
）
に
も
と
づ
い
て
『
伊
勢
物
語
』
の
表
現
か
ら
主
題
と
形
成
の
様
相
を

読
み
解
く
と
と
も
に
、
和
歌
と
散
文
の
関
係
に
注
目
し
、
歌
物
語
と
い
う
視
点
か
ら
文
学
史
を
構
想
し
よ

う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。

、『

』

、

、

、

す
な
わ
ち

伊
勢
物
語

が
和
歌
や
漢
文
学

歌
謡
な
ど
と
の
交
渉
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と

ま
た

一
時
期
の
所
産
と
言
わ
れ
る
歌
物
語
が
、
そ
れ
以
後
の
文
学
の
中
に
か
た
ち
を
変
え
て
取
り
込
ま
れ
、
長

編
物
語
成
立
の
た
め
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

第
一
部

『
伊
勢
物
語
』
の
主
題
と
形
成

第
一
章

「
よ
む
」
歌
と
「
い
ふ
」
歌

第
一
章
の
総
論
で
、
ま
ず
『
伊
勢
物
語
』
全
体
の
大
ま
か
な
傾
向
か
ら
う
か
が
え
る
、
和
歌
に
対
す
る

意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た

「
よ
む
」
と
い
う
言
葉
は

『
古
今
集
』
と
関
係
が
深
く
、
披
講
に
値
す
る
歌

。

、

に
用
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し

『
伊
勢
物
語
』
の
中
で
は
、
逍
遙
、
宴
、
賀
な
ど
の
公
的
な
晴
の
歌
に
用

、

い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
本
来
「
い
ふ
」
が
用
い
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
、
私
的
な
主
題
の
物
語
に

お
い
て
も
、
他
者
と
心
を
通
い
合
わ
せ
る
力
を
持
つ
秀
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
心
を
通
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
歌
に
は
「
い
ふ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り

『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
は
歌
が
散
文

、

の
表
現
と
緊
密
に
結
び
つ
き
、
歌
物
語
と
言
わ
れ
る
独
自
な
形
態
を
成
し
て
い
る
。

第
二
章

『
伊
勢
物
語
』
と
和
歌
・
漢
文
学

第
二
章
で
は
、
第
一
節
か
ら
第
六
節
で
、
代
表
的
な
章
段
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
、
お
も
に
『
万
葉

集
』
や
『
古
今
集
』
等
の
歌
集
や
漢
文
学
な
ど

『
伊
勢
物
語
』
以
外
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
を
通
し
て
読

、

み
取
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
に
努
め
た
。
第
一
節
で
と
り
あ
げ
た
、
六
段
「
芥

河

、
第
二
節
で
と
り
あ
げ
た
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
に
は
『
伊
勢
物
語
』
以
前
の
和
歌
の
伝
統
が
ふ
ま
え

」
ら
れ
て
い
る
。
第
三
節
で
と
り
あ
げ
た
六
十
三
段
「
つ
く
も
髪

、
第
四
節
で
と
り
あ
げ
た
六
十
九
段
「
狩

」

の
使
」
は
中
国
文
学
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
『
万
葉
集
』
以
来
の
和
歌
の
伝
統
が
活
か
さ
れ

て
お
り
、
独
自
の
達
成
を
見
せ
て
い
る
。
第
五
節
で
と
り
あ
げ
た
八
十
七
段
「
蘆
屋
の
里
」
で
は
『
万
葉

集
』
所
載
歌
の
類
歌
、
第
六
節
で
と
り
あ
げ
た
百
七
段
「
涙
河
と
身
を
知
る
雨
」
で
は
、
業
平
周
辺
の
歌

人
た
ち
に
よ
る
『
古
今
集
』
と
の
重
載
歌
が
物
語
内
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り

『
古
今
集
』
成
立
以

、

前
の
和
歌
や
『
古
今
集
』
重
載
歌
を
活
か
し
た
物
語
創
作
方
法
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

―

―

第
一
節

芥
河

「
白
玉
か
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

六
段
の
「
白
玉
か
」
歌
は

『
万
葉
集
』
的
な
「
恋
死
に
」
の
歌
の
発
想
に
、
同
じ
く
『
万
葉
集
』
に

、

多
い
「
問
ひ
し
（
人
）
は
も
」
と
い
う
、
今
は
い
な
い
人
を
思
う
類
型
表
現
を
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る

と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
異
本
章
段
「
清
和
井
の
水
」
の
歌
と
も
類
似
す
る
が

「
白
玉
か
」
歌
が
こ
れ
ら

、

と
一
線
を
画
す
の
は
「
問
ひ
し
人
」
で
は
な
く
「
問
ひ
し
時
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
白
玉
を
め
ぐ
っ
て
二
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
会
話
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
女
を
失
っ
た
男
の
悲
嘆
が
焦
点
化
さ
れ
、
物
語
の
具
体
的
な
文
脈
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き

な
い
歌
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
章
段
の
歌
は
『
新
撰
和
歌
』
に
し
か
類
歌
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
成
立
は
『
新
撰
和
歌
』
後
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
多
か
っ
た
。
し
か
し

『
万
葉
集
』
に
多
く
見

、

ら
れ
る
よ
う
な
伝
承
歌
を
も
と
に
、
物
語
に
合
わ
せ
て
「
問
ひ
し
時
」
と
い
う
表
現
が
選
び
取
ら
れ
創
作

さ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
と
み
る
方
が
蓋
然
性
が
高
く

『
新
撰
和
歌
』
成
立
以
前
に
「
芥
河
」
が
成
立
し
て
い

、
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た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

―

―

第
二
節

筒
井
筒

歌
の
類
型
と
物
語
の
ね
じ
れ

二
十
三
段
の
大
和
の
女
の
歌
は

万
葉
集

に
も
見
ら
れ
る

旅
中
の
夫
を
思
う

留
守
の
歌

の
類
型

、『

』

、

「

」

に
則
っ
た
も
の
で

来
訪
の
途
絶
え
た
男
を

待
つ

歌
で
は
な
い

一
方

高
安
の
女
の
歌
こ
そ
が
男
を

待

、

「

」

。

、

「

つ

女
の
歌
の
類
型
に
則
っ
た
歌
で
あ
っ
た
が

男
に
伝
わ
っ
た
は
ず
の
後
者
が
独
詠
と
し
て
描
か
れ

独
詠

」

、

、

で
あ
っ
た
前
者
の
歌
が
男
に
立
ち
聞
き
さ
れ
る
こ
と
と
と
も
に

両
者
の
役
割
が
組
み
替
え
ら
れ
て
い
る

更

、

。

に

本
来

待
つ

歌
に
ふ
さ
わ
し
い

歌
徳
物
語

を
大
和
の
女
の
物
語
と
す
る
こ
と
で

特
殊
な
形
態
の

、

「

」

「

」

、

物
語
に
な
っ
て
い
る
。
高
安
の
女
の
後
日
譚
が
あ
る
こ
と
で
不
安
定
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
き

た
本
章
段
の
特
徴
は
、
歌
の
組
み
替
え
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

第
三
節

つ
く
も
髪
の
「
あ
は
れ
」
と
業
平

六
十
三
段
は

『
古
今
集
』
に
見
ら
れ
る
宇
治
の
橋
姫
の
話
と
、
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
を
も
と
に
し

、

た
『
万
葉
集
』
の
石
川
女
郎
と
大
伴
田
主
の
「
み
や
び
を
問
答
」
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

歳
を
取
っ
て
も
少
女
の
よ
う
な
恋
心
を
抱
い
て
、
あ
え
て
身
を
や
つ
し
、
積
極
的
な
行
動
に
出
る
つ
く
も
髪
の

女
は
、
宋
玉
と
同
様
に
「
体
貌
閑
麗
」
と
評
さ
れ
た
業
平
を
彷
彿
と
さ
せ
る
「
在
五
中
将
」
に
見
合
う
美
人
で

あ
り
、
段
末
の
評
語
「
け
じ
め
見
せ
ぬ
心
」
は
気
の
お
け
な
い
男
性
仲
間
た
ち
に
よ
る
業
平
へ
の
か
ら
か
い

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
章
段
に
登
場
す
る
「
あ
は
れ
」
と
い
う
価
値
観
は
、
長
編
物
語
へ
と
続
く

も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

―

―

第
四
節

狩
の
使

歌
物
語
の
達
成

六
十
九
段
「
狩
の
使
」
は
『
古
今
集
』
の
よ
み
人
知
ら
ず
と
業
平
の
贈
答
歌
を
中
心
に
し
た
物
語
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
従
来
、
唐
代
艶
情
小
説
の
『
鶯
鶯
伝
』
の
翻
案
で
あ
り

『
遊
仙
窟
』
と
の
共
通
点
が
多

、

い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が

漢
籍
の
影
響
は
物
語
の
前
半
に
限
定
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

狩

、

。「

」

、

、

、

（

）

の
使

の
後
半
は

万
葉
後
期
の
官
人
に
対
す
る
遊
行
女
婦

娘
子
ら
の
送
別
歌
や

か
は
ら
け

食
器

に
歌
を
書
い
て
贈
る
歌
の
伝
統
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
物
語
は
漢
籍
の
知
識

と
和
歌
の
伝
統
を
融
合
さ
せ
、
男
女
の
心
の
交
流
を
主
題
と
す
る
、
独
自
の
達
成
を
遂
げ
て
い
る
。

―

―

第
五
節

蘆
屋
の
里

物
語
の
主
題
と
方
法

八
十
七
段
は
、
土
地
の
女
の
純
朴
な
心
、
布
引
の
滝
の
飛
沫
、
光
る
漁
り
火
、
わ
た
つ
う
み
が
本
来
持

っ
て
い
る
は
ず
の
も
の
と
い
う
、
隠
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
「
白
玉
」
に
よ
っ
て
四
場
面
の
関
連
を
保
つ
構
成

方
法
と
な
っ
て
い
る
。
都
の
官
人
と
純
粋
な
心
を
持
っ
た
土
地
の
女
の
恋
を
主
題
と
す
る
『
万
葉
集
』
類

歌
の
改
変
歌
を
こ
の
土
地
の
伝
承
歌
と
紹
介
し
て
恋
物
語
を
期
待
さ
せ
、
不
遇
を
主
題
と
す
る
衞
府
督
の

歌
に
弟
の
機
知
的
な
歌
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
布
引
の
滝
を
前
に
し
た
感
動
を
皆
で
共
有
す
る
歌
の
理

想
を
提
示
す
る
な
ど
、
創
作
意
欲
に
満
ち
た
旅
の
物
語
で
あ
る
。

―

―

第
六
節

涙
河
と
身
を
知
る
雨

物
語
と
歌

百
七
段
は

『
古
今
集
』
に
よ
れ
ば
業
平
ら
し
い
男
が
、
藤
原
敏
行
か
ら
、
自
分
の
も
と
に
い
る
若
い
女

、

宛
に
来
た
手
紙
へ
の
返
事
の
歌
を
代
作
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
実
際
は
男
の
代
作
歌
で
あ
り
、
本
来

は
異
な
る
場
面
で
詠
ま
れ
る
種
類
の
歌
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敏
行
は
こ
れ
ら
の
歌
を
あ
り
が
た
が

り
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら
や
っ
て
く
る
こ
と
が
戯
画
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
女
歌
の
規
範
と
さ
れ
る
名
歌
を

め
ぐ
り
、
場
面
や
文
脈
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
、
和
歌
の
不
確
実
性
を
問
題
提
起
し
て
い
る
と
も
読
め

る
。
在
原
業
平
作
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章

『
伊
勢
物
語
』
と
歌
謡
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第
三
章
で
は

『
伊
勢
物
語
』
の
歌
謡
的
な
側
面
に
注
目
し
た

『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
は
、
和
歌
・

、

。

漢
文
学
だ
け
で
な
く
、
歌
謡
か
ら
の
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
翁
は
複
数
の
章
段
に

わ
た
っ
て
登
場
し

『
伊
勢
物
語
』
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
多
く
は
『
伊
勢
物
語
』
後
半
に
登

、

場
す
る
こ
と
か
ら
、
男
の
年
老
い
た
姿
で
あ
る
と
漠
然
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
役
割
に
つ
い

て
は
な
お
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
翁
に
伴
う
官
職
表
記
を
た
ど
り
つ
つ
、

芸
謡
を
司
る
翁
の
か
た
ち
づ
く
る
イ
メ
ー
ジ
を
探
っ
た
。

―

―

第
一
節

梅
の
花
笠

敏
行
と
歌
謡

百
二
十
一
段
は
「
梅
の
花
笠
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
『
古
今
集
』

巻
二
十
所
載
歌
や
春
上
の
源
常
歌
等
に
見
る
ご
と
く
、
仁
明
朝
か
ら
長
く
人
々
に
愛
好
さ
れ
た
も
の
で

あ
る

『
伊
勢
物
語
』
の
中
で
は
珍
し
く
宮
中
が
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
梅
壺
と
い
う
場
と
雨
が
降
っ

。

て
い
る
状
況
と
が
設
定
さ
れ
、
即
興
的
に
歌
わ
れ
た
歌
の
応
酬
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語

の
成
立
に
か
か
わ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
藤
原
敏
行
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

―

―

第
二
節

翁

東
歌
と
の
か
か
わ
り

翁
に
は
「
老
年
の
男
性
」
の
ほ
か

「
芸
謡
を
司
る
人
」
の
意
が
あ
り

『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
八
十
一

、

、

段
の
「
か
た
ゐ
翁
」
が
こ
の
意
味
に
近
く
、
原
型
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
章
段
の
「
翁
」

に
は
在
原
業
平
の
歴
任
し
た
官
職
表
記
を
伴
う
。
近
衛
中
将
は
神
社
歌
を
奉
仕
し
、
儀
礼
や
宴
席
で
歌
う

歌
に
よ
っ
て
、
芸
謡
の
翁
が
担
っ
て
い
た
嘆
老
歌
を
貴
族
社
会
の
賀
歌
へ
繋
ぐ
役
割
を
果
た
す
等
、
歌
舞

に
秀
で
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
馬
の
頭
は
天
皇
に
近
侍
す
る
官
職
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
官
職
に
伴
う

イ
メ
ー
ジ
は
、
単
に
業
平
が
歴
任
し
た
と
い
う
事
実
の
反
映
に
留
ま
ら
ず
、
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
象
す

る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
部

歌
物
語
の
文
学
史

第
一
章

『
伊
勢
物
語
』
長
編
化
の
方
法

第
一
章
で
は
、
歌
物
語
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』
の
要
素
が

『
伊
勢
物
語
』
以
降
の
文
学
に
ど
の
よ
う

、

に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
か
の
種
々
相
を
見
る
。
ま
ず
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で

『
伊
勢
物
語
』
の
さ
ま

、

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
物
語
の
中
か
ら
、
短
編
章
段
や
長
編
物
語
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
章
段
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
い
わ
ば

『
伊
勢
物
語
』
の
内
部
に
文
学
史
を
た
ど
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
第
四
節
で
は
、

、

歌
物
語
的
歌
集
と
呼
ば
れ
る
『
一
条
摂
政
御
集
』
冒
頭
部
『
と
よ
か
げ
』
を

『
平
中
物
語
』
と
比
較
し
な

、

が
ら
検
討
し

『
伊
勢
物
語
』
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
返
さ
れ
て
後
の
文
学
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
、

、

考
察
す
る
。

―

―

第
一
節

短
編
章
段

離
別
の
物
語

三
代
集
、
平
安
前
期
の
私
家
集
や
『
大
和
物
語

『
落
窪
物
語
』
等
を
見
る
と
、
餞
別
の
品
と
し
て
装
束

』

を
贈
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
離
別
歌
に
「
裳
」
を
詠
み
込
む
こ
と
は
一
般
的
と
は
言
え
な
い

「
喪

。

な
く
」
は
『
万
葉
集
』
に
あ
る
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
餞
別
の
品
の
「
裳
」
と
掛
け
た
と
こ
ろ
に
『
伊

』

。

、

『

』

、

勢
物
語

四
十
四
段
の
新
味
が
あ
る

四
十
八
段
の
物
語
は

共
通
歌
の

古
今
集

詞
書
よ
り
簡
略
で

離
別
の
悲
哀
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る

『
伊
勢
物
語
』
の
離
別
物
語
は
、
物
語
の
展
開
よ
り
も
歌
と
人
物
の

。

心
理
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
短
編
物
語
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

時
間
が
引
き
延
ば
さ
れ
た
物
語
と
歌
の
連
続
に
よ
る
物
語

―

―

「
天
の
逆
手

「
お
の
が
世
々
」

」
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歌
物
語
は
、
歌
に
よ
っ
て
物
語
が
急
転
し
、
人
間
関
係
の
葛
藤
が
解
決
す
る
た
め
に
短
編
性
を
特
色
と
す

る
と
さ
れ
る
。
し
か
し

『
伊
勢
物
語
』
に
は

「
書
き
置
い
た
歌
」
に
よ
っ
て
、
歌
の
詠
み
手
と
受
け
手
と

、

、

の
間
に
時
間
的
な
す
れ
違
い
を
用
意
す
る
二
十
一
段
や
九
十
六
段
の
よ
う
な
方
法
と
、
贈
答
歌
の
連
続
そ

れ
自
体
に
よ
っ
て
物
語
を
進
行
さ
せ
る
二
十
一
段
・
五
十
段
・
七
十
五
段
の
よ
う
な
方
法
と
が
あ
り
、
歌

、

。

『

』

徳
的
な
内
容
に
飽
き
足
ら
ず

物
語
を
長
編
化
さ
せ
た
試
み
と
し
て
評
価
で
き
る

後
者
は

平
中
物
語

に
も
踏
襲
さ
れ
る
も
の
で

『
伊
勢
物
語
』
以
後
の
文
学
史
と
重
な
る
面
が
あ
る
。

、

―

―

第
三
節

物
語
の
長
編
性

「
在
原
な
り
け
る
男
」

『
伊
勢
物
語
』
六
十
五
段
に
お
い
て
は

「
泣
く

「
歌
う
」
な
ど
で
提
示
さ
れ
る
独
詠
歌
が
描
か
れ
る

、

」

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
歌
が
事
態
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
は
な
く

「
歌
物
語
」
的
要
素
は
薄
い
。
物
語
が

、

歌
物
語
の
形
式
を
抜
け
出
す
た
め
に
は
、
中
心
に
な
る
場
面
の
前
後
に
広
が
る
空
間
や
時
間
、
会
話
、
社

、

、

会
等
が
描
か
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が

そ
の
中
で
も
特
に

指
示
語
に
よ
り
登
場
人
物
の
同
一
性
が
確
保
さ
れ
、
物
語
が
連
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
錯
綜
す
る
「
時

間
」
と
「
社
会
」
が
描
か
れ

『
伊
勢
物
語
』
の
な
か
で
は
長
編
物
語
と
言
え
る
要
素
に
満
ち
て
い
る
こ
と

、

を
述
べ
る
。

―

―

第
四
節

『
伊
勢
物
語
』
の
ふ
ま
え
方

『
と
よ
か
げ
』
の
「
あ
は
れ
」

物
語
的
歌
集
と
し
て
知
ら
れ
る
『
一
条
摂
政
御
集
』
冒
頭
部
『
と
よ
か
げ
』
と
『
平
中
物
語
』
は
共
に

『
伊
勢
物
語
』
を
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し

『
平
中
物
語
』
が
男
の
側
の
視
点
か
ら
自
閉
的
な
価
値
観

、

を
示
す
点
で
『
伊
勢
物
語
』
の
パ
ロ
デ
ィ
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し

『
と
よ
か
げ
』
は
、
翁
を
登
場
さ
せ

、

、『

』

な
が
ら
も
あ
く
ま
で
日
常
世
界
の
中
で
上
衆
を
否
定
し
て
下
衆
に
仮
託
す
る
人
物
像
を
描
き

伊
勢
物
語

の
男
女
の
物
語
世
界
を
「
あ
は
れ
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

第
二
章

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
和
歌
と
歌
物
語

第
二
章
で
は

『
源
氏
物
語
』
以
前
の
長
編
物
語
、
す
な
わ
ち
長
編
物
語
創
作
の
試
行
錯
誤
の
時
期
に
創

、

作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
注
目
す
る
。
和
歌
や
歌
物
語
的
な
要
素
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
物
語
に
取
り
込
ま
れ
、
長
編
物
語
の
生
成
に
活
か
さ
れ
て
い
る
様
相
を
考
察
す
る
。

第
一
節

実
忠
物
語
の
長
歌

『

』

、

。

、

う
つ
ほ
物
語

の
時
代

長
歌
は
す
で
に
一
般
に
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が

『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
、
実
忠
物
語
に
二
首
の
長
歌
が
あ
る
。
亡
児
へ
の
追
善
願
文
の
内
容
を
表
す
、
実

忠
の
北
の
方
の
長
歌
と
、
そ
れ
と
類
似
す
る
表
現
を
用
い
な
が
ら
も
あ
て
宮
へ
の
思
い
を
述
べ
る
、
実
忠

の
長
歌
で
あ
り
、
夫
婦
の
す
れ
違
い
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
実
忠
は
、
あ
て
宮
求
婚
譚
の
リ
ー
ド

役
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
家
庭
崩
壊
に
物
語
の
特
色
が
あ
る
が
、
後
に
政
界
に
復
帰
し
、
あ
て
宮
求
婚

譚
と
政
治
的
な
物
語
が
統
合
さ
れ
て
い
く
際
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、
独
特
な
存
在
感
が
あ
る
。
そ
の

造
型
に
効
果
的
に
使
用
さ
れ
た
の
が
長
歌
な
ど
の
和
歌
的
表
現
で
あ
る
。

―

―

第
二
節

実
忠
物
語
の
「
か
は
ら
け
」
に
書
か
れ
た
歌

歌
物
語
の
継
承
と
発
展

物
語
の
中
で
、
宴
席
で
「
か
は
ら
け
」
に
和
歌
を
書
く
こ
と
は

『
伊
勢
物
語
』
六
十
九
段
に
も
登
場
す

、

。

、

る
設
定
で
あ
る

周
囲
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
特
定
の
相
手
に
歌
を
贈
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
型
は

歌
物
語
に
特
徴
的
な
型
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
う
ち
の
二
例
は
、
実
忠
物
語

。

に
あ
る

「
菊
の
宴
」
で
は
、
あ
て
宮
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
山
に
籠
っ
て
し
ま
っ
た
実
忠
を
恋
い
つ
つ
死

。

ん
だ
息
子
、
真
砂
子
君
へ
の
思
い
を
胸
に
、
言
い
寄
っ
て
く
る
人
々
を
避
け
て
、
実
忠
の
北
の
方
が
娘
の
袖

君
と
と
も
に
志
賀
の
山
本
で
暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
実
忠
が
仲
忠
と
と
も
に
偶
然
立
ち
寄
る
。
袖
君
は
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円
座
に
歌
を
書
き
、
北
の
方
は
「
か
は
ら
け
」
に
歌
を
書
い
て
差
し
出
す
。
し
か
し
、
実
忠
は
そ
れ
が
妻
と

娘
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
歌
に
よ
っ
て
夫
婦
の
仲
が
元
通
り
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
が
、
そ
の
結
末
は

国
譲
・
中

に
持
ち
越
さ
れ

周
囲
の
人
々
の
お
か
げ
で
再
会
を
果
た
す
そ
の
場
面
で
も

北
の
方
が

か

「

」

、

、

「

は
ら
け
」
に
歌
を
書
く
。
こ
の
よ
う
に
、
短
編
的
性
格
を
持
つ
歌
物
語
の
型
が
、
長
編
物
語
の
生
成
に
活
か

さ
れ
て
い
る
。

―

―

第
三
節

仲
頼
と
妻
の
物
語

「
歌
物
語
」
か
ら
「
歌
を
持
つ
物
語
」
へ

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
仲
頼
と
妻
の
物
語
も
、
歌
や
歌
物
語
の
型
を
利
用
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
。
あ
て

宮
に
心
を
奪
わ
れ
た
仲
頼
は
、
最
愛
だ
っ
た
妻
の
歌
に
「
あ
は
れ
」
と
は
思
う
が
、
愛
情
が
戻
る
こ
と
は

。「

」

『

』

『

』

、『

』

な
い

あ
は
れ

は

竹
取
物
語

や

伊
勢
物
語

六
十
三
段
に
も
見
え
る
言
葉
だ
が

と
よ
か
げ

や
『
源
氏
物
語
』
の
柏
木
の
描
写
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
点
に

注
目
す
る
と

こ
れ
は
歌
徳
物
語
の
よ
う
な
書
き
方
で
あ
り
な
が
ら

歌
徳
物
語
で
は
な
い

つ
ま
り

歌

、

、

。

、「

物
語
」
の
型
を
使
い
な
が
ら

「
歌
を
持
つ
物
語
」
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

、

第
三
章

平
安
後
期
物
語
と
中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
和
歌
の
位
置

『
伊
勢
物
語
』
の
表
現
や
和
歌
が
『
源
氏
物
語
』
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
す
で
に
通

説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
『
源
氏
物
語
』
以
降
の
物
語
に
注
目
す
る
。
第
一
節
で
は
『
狭

衣
物
語
』
を
と
り
あ
げ

『
伊
勢
物
語
』
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
、
特
に

『
伊
勢
物
語
』
六
十
五

、

、

段
と
源
氏
の
宮
物
語
と
の
類
似
点
に
注
目
し
た
。
ま
た
、
附
節
で
は
、
中
世
王
朝
物
語
の
和
歌
に
関
す
る

研
究
史
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
和
歌
が
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
そ
の
一
端

を
考
察
し
た
。

第
一
節

『
伊
勢
物
語

「
在
原
な
り
け
る
男
」
と
『
狭
衣
物
語
』
源
氏
の
宮
物
語

』

『
狭
衣
物
語
』
は
、
独
詠
歌
を
多
く
持
つ
な
ど
、
物
語
の
和
歌
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
テ
キ
ス
ト

。

、

『

』

、「

」

で
あ
る

こ
こ
で
は

源
氏
の
宮
物
語
が

伊
勢
物
語

六
十
五
段
の
表
現
を
多
用
し
な
が
ら
も

思
ふ

「
言
ふ
」
歌
の
思
い
が
相
手
に
届
か
な
い
物
語
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
他
人
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
な
が
ら
も
思
い
を
表
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
「
す
さ
び
」
と
し
て
の
歌
が
心
の
「
切
実
さ
」
を
伝
え
る

も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
自
ら
の
心
の
質
は
伝
わ
ら
な
く
と
も
、
そ
の
深
さ
や
切
実
さ
は
他
人
に
伝

わ
る
と
考
え
る
『
狭
衣
物
語
』
は
、
歌
で
思
い
を
伝
え
よ
う
と
す
る
『
伊
勢
物
語
』
の
思
想
を
独
自
に
捉

え
直
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

附
節

中
世
王
朝
物
語
の
和
歌

一
九
九
九
年
頃
ま
で
の
研
究
史
を
概
括
し
た
う
え
で

『
狭
衣
物
語
』
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
『
あ
き

、

ぎ
り
』
を
中
心
に
、
中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
和
歌
の
意
義
に
つ
い
て
見
通
し
を
述
べ
た
。
和
歌
は
、
中

世
王
朝
物
語
に
お
い
て
は
す
で
に
形
骸
化
し
て
い
た
が
、
物
語
の
作
り
方
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
パ
タ
ー

ン
が
残
っ
て
い
た
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
な
お
、
和
歌
と
い
う
形
式
が
、
再
生
産
さ

れ
て
い
く
王
朝
物
語
の
構
成
要
素
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
は
、
独
詠
歌
に
よ
っ
て
主
人
公
の
心
情
が

示
さ
れ
る
な
ど
、
歌
の
存
在
そ
の
も
の
が
作
者
の
関
心
の
あ
り
所
を
示
す
約
束
事
と
し
て
機
能
し
て
い
た
た

め
と
推
測
さ
れ
る
。


